
第2回 東北中央自動車道（相馬～米沢）
利活用促進に関する懇談会

連携施策の実施・検討状況と今後の展開
資料3-1 広域周遊促進サイクリングマップの取り組みについて（伊達市産業部）
資料3-2 東北中央道を利活用した浜焼きの販売について（相馬市産業部）
資料3-3 東北中央道を中心としたドライブマップについて（福島商工会議所）
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復活した松川浦の名物 「浜焼き」が
東北中央自動車道（相馬～米沢）を活用して山形へ

・日本百景に選定されている相馬市の松川浦。
・松川浦の名物が、串に刺した魚介類に秘伝のタレを付け、炭火でじっくりと焼き上げた「浜焼き」。
・東日本大震災の影響により途絶えていたが、 昨年（令和3年）11月、浜の駅松川浦（相馬市復興市民市場）で復活。
・本年6月5日には、山形県米沢市の道の駅で出張販売（地元以外での販売は初）。

2022-08-05 説明資料

名物「浜焼き」の復活に多くの人の列ができた
（本年4月 福島県相馬市・松川浦）

「浜焼き」を地元以外で初めて出張販売
（本年6月 山形県米沢市・道の駅米沢）

カレイ・イカ・ツボダイを
秘伝のタレでじっくりと焼き上げる

https://www.city.soma.fukushima.jp/
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第２回東北中央自動車道（相馬～米沢）利活用促進懇談会
福島県伊達市

●広域周遊促進サイクリングマップの取り組みについて

【経緯】
伊達市を含む周辺４市（福島市・相馬市・二本松市・伊達市）において、

広域観光圏として様々な観光促進事業の取り組みを進めています。
令和元年には、アウトドアツーリズム事業として「ジャパンエコトラッ

ク」に登録し、４市で連携した自転車コースや登山マップなどの自然を体感
する旅を推進してきました。
令和３年度の東北中央自動車道（相馬～福島間）全線開通により、伊達市

では「道の駅伊達の郷りょうぜん」を拠点とした「レンタサイクル事業」と
併せ「道・絆プロジェクト事業」を活用した「広域周遊促進サイクリング
マップ」を作成し、関係４市と連携した周遊促進に取り組んでいます。

【サイクリングマップの概要】
仕様：A2版（ミウラ折り）
部数：5,000部
特徴：福島市・伊達市・相馬市をつなぐ「広域周遊マップ」を作成

東北中央自動車道利用者からも見やすいと好評
成果：仙台・宮城方面からの利用者からの問合せが多い
課題：「米沢～相馬間」の道の駅連携に発展

【レンタサイクル事業】
設置台数：各拠点１３台（電動アシスト付クロスバイク含む）
設置場所：道の駅伊達の郷りょうぜん（霊山地域）

梁川総合支所（梁川地域）
特徴：タンデム自転車（二人乗り）や電動アシスト付クロスバイクを配置

写真：広域周遊サイクリングマップ

写真：レンタサイクル（タンデム自転車）

マップ表面
マップ裏面
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